











い。今回，9–17の項目で取り上げる語は banzai, goban(g), harakiri, hiragana,
Kaki(y)emon, kanji, katakana, maki(y)e, mama(-)san, Mikado, mousmee, nashiji,







る。The Shorter Oxford English Dictionaryの1973年版には goはなく gobanがあり“A game
played on a chequer-board,..”と解説が加えられている。さらに誤解を生み，goban(g)はいわ
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ゆる「五目並べ」だと理解されることがあった。「碁」と「碁盤」と「五目並べ」がごちゃ
まぜになっているのである。このような誤解を正すべくチェンバレン（Basil Hall Chamberlain
1850–1935）は Things Japanese（1890）で次のように述べている。‘Go, sometimes, but with
little appropriateness termed “checkers” by European writers, is the most popular of the indoor
pastimes of the Japanese, —a very different affair from the simple game known to Europeans as
goban or gobang.’（p. 136）
この記述では不十分だと考え，第２版（1891）ではこう解説した。‘Go, properly gomoku
narabe, often with little appropriateness termed “checkers” by European writers, is the most popular
of the indoor pastimes of the Japanese, —a very different affair from the simple game known to
Europeans as Goban or Gobang, the name of the board on which go is played.’（p. 194）この版
では goban(g) が「碁盤」を指すことを明記した。これによって１つの誤解は解消したが，
説明のために挿入した表現によって新たな誤解を生んでしまった。
そこで第５版（1905）では次のように訂正した。‘Go, often with little appropriateness termed
“checkers” by European writers, is the most popular of the indoor pastimes of the Japanese, —a
very different affair from the simple game known to Europeans as Goban or Gobang, properly the
name of the board on which Go is played.’（p. 215）チェンバレンのように日本を知り尽くし
たように人でもこんな誤解が起こるのである。
もう１つの点を指摘しよう。chawanを Things Japanese（1890）では“a thin fish soup with
mushrooms”（p. 124）と説明している。これは「土瓶蒸し」か「茶わん蒸し」のことであろ
う。しかし，不思議なことに同書には chawan-mushiも言及があり“a thick custardy soup”と
説明されている。この語についてはその後の版において訂正はないところをみると，一部
の人々の間では上記のような語の使い方があったのかもしれない。


























う語根に各種の接尾辞がつき Shintoism, Shintoist, Shintoistic, Shintoize, Shintoizationの語が
生まれた。同様に，shogunから shogunal, shogunate, shogunite, shogunshipが作られた。さら







心があった。この Shintoを最も深く研究し海外に知らせたのは P. Lowell : Occult Japan or
































が出版した Tales of Old Japan（1871）であろう。この作品は英米においてかなり版を重ね
多くの人々に読まれた。このなかに忠臣蔵が登場する。さらに，F. V. Dickins:Chiushingura;
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ご存知のように chinaはもともと中国で作られたのでその名がある。同じように，japan
（漆器）は日本が発祥地である。この語が英語文献において初めて現れるのは17世紀中頃






















































〇 Satsuma ware 薩摩焼は，文禄の役（1592）の際に連れ帰った朝鮮の陶工によって創
始された。1873年のウィーン万国博覧会に薩摩焼きの大花瓶が出展さ
れ称賛を得た。これ以降，Satsumaがヨーロッパに広まった。
〇 Ohi pottery 加賀藩五代藩主前田綱紀のころ京都の楽を焼いていた職人が大樋村に
陶土を求め，楽焼の茶道具を焼いたのが大樋焼の始まりとされている。
〇 Imbe pottery 伊部焼とは備前焼のことである。
─ ─104
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〇 Nishikide ware 錦手焼は中国から舶来した。
〇 Takatori pottery 高取焼は福岡県産の陶器である。
〇 Kinkozan ware 銀光山は1755年以降，将軍家の御用茶碗などを製作した。
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15．パートリッジの軍俗語辞典に収録された日本語





軍兵士の一団，上陸の際の大騒ぎ）, banzai attack, banzai charge（万歳の叫び声をあげての






















その辞書には ‘just a skosh bit shook’ という例が掲載されている。
海を越えた日本語の履歴２
─ ─107

















知り尽くしていたハーン（Lafcadio Hearn 1850–1904）も Kokoro（1896）のなかで“That
mighty wind still called Kami-kaze― ‘the Wind of the Gods’...”と記している。しかし，今
日の英米人（特に第二次世界大戦を体験している人）には kamikazeとは「神風特攻隊」の
ことである。時には省略して kazeといった。この語は日本語をそのまま借用したものであ




場合「向こう見ずな」という意味の形容詞として用いる。kamikaze attacks, kamikaze pilots,
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